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10
月
４
日
（
日
）
山
梨
県
内
に

て
、
標
記
連
合
会
定
例
大
会
等
が

当
番
医
師
会
の
山
梨
県
医
師
会
の

も
と
開
催
さ
れ
た
。

午
前
中
は
３
つ
の
部
会
に
分
か

れ
、「
医
療
保
険
部
会
」
で
は
、

①
生
活
習
慣
病
管
理
料
と
充
実
管

理
加
算
、
②
令
和
８
年
度
診
療
報

酬
改
定
を
踏
ま
え
た
次
期
改
定
へ

の
要
望
、「
介
護
保
険
・
地
域
包

括
ケ
ア
部
会
」
で
は
、
①
新
た
な

地
域
医
療
構
想
に
お
け
る
介
護
施

設
・
包
括
期
病
院
・
在
宅
医
療
の

連
携
体
制
、
②
在
宅
医
療
・
訪
問

看
護
提
供
体
制
の
確
保
と
多
職
種

連
携
の
強
化
、
③
地
域
格
差
・
過

疎
地
域
に
お
け
る
医
療
・
介
護
提

供
体
制
、
④
介
護
保
険
主
治
医
意

見
書
作
成
業
務
の
適
正
評
価
、「
救

急
災
害
部
会
」
で
は
、
①
救
急
医

療
の
偪
迫
と
選
定
療
養
費
を
含
む

救
急
車
利
用
の
課
題
、
②
大
規
模

災
害
時
の
医
療
・
介
護
・
福
祉

連
携
の
強
化
と
富
士
山
噴
火
対

策
、
が
検
討
テ
ー
マ
と
し
て
協

議
さ
れ
た
。

午
後
の
定
例
大
会
で
は
、
原
理

山
梨
県
医
師
会
理
事
の
司
会
の
も

と
松
澤
仁
関
東
甲
信
越
医
師
会
連

合
会
理
事
の
開
会
の
辞
に
始
ま

り
、
鈴
木
昌
則
同
連
合
会
長
の
挨

拶
、
松
本
吉
郎
日
本
医
師
会
長
、

長
崎
幸
太
郎
山
梨
県
知
事
の
来
賓

挨
拶
に
続
き
、
事
業
報
告
と
各
部

会
の
報
告
と
な
っ
た
。

そ
の
後
の
決
議
で
は
、
物
価
高

騰
の
中
、
診
療
報
酬

は
公
定
価
格
で
あ
り

物
価
や
人
件
費
の
上

昇
に
対
し
て
相
応
な

値
上
げ
が
全
く
な
さ

れ
て
お
ら
ず
、
経
営
難
に
陥
っ
て

い
る
日
本
の
医
療
機
関
の
窮
状

や
、
そ
れ
に
伴
い
地
域
社
会
の
基

盤
で
あ
る
医
療
提
供
体
制
が
脅

か
さ
れ
て
い
る
重
大
な
問
題
に

つ
い
て
、
医
療
人
材
確
保
や
医
療

Ｄ
Ｘ
な
ど
の
諸
問
題
を
踏
ま
え
、

左
記
の
決
議
文
が
ま

と
め
ら
れ
た
。

記
者
会
見
で
は
決

議
文
が
披
露
さ
れ

記
者
か
ら
多
く
の

質
問
が
あ
り
、
活
発

な
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
た
。

特
別
講
演
は
、
堀

岡
伸
彦
厚
生
労
働
省

健
康
・
生
活
衛
生
局

健
康
課
長
か
ら
「
２

０
４
０
年
を
見
据
え

た
医
療
・
社
会
保
障

政
策
」
に
つ
い
て
濃

い
内
容
が
語
ら
れ
、

次
期
連
合
会
長
で
あ
る
松
﨑
信
夫

茨
城
県
医
師
会
長
の
挨
拶
に
続

き
、
小
林
正
洋
関
東
甲
信
越
医

師
会
連
合
会
理
事
の
閉
会
の
辞

と
な
っ
た
。

懇
親
会
で
は
参
加
者
の
間
で
多

く
の
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
と
甲
府
ワ
イ
ン

の
香
り
に
つ
つ
ま
れ
な
が
ら
霊
峰

富
士
が
夕
焼
け
で
照
ら
さ
れ
る

中
、
閉
会
と
な
っ
た
。

決 議 文
一、 物価高騰・賃金上昇に対応した診療報酬・介護報
酬の適正な改定と、持続可能な財源確保による皆
保険の堅持を図ること。

一、「 新たな地域医療構想」の推進にあたり、病院の
みならず、外来在宅医療等を担い地域医療を支
える診療所を含め、医療機関の経営基盤を守る
確実な財政支援と、基盤となる人材の確保・定
着策を強化すること。

一、 他産業との賃金格差を解消し、医療・介護従事者
の他産業への人材流出を防ぐための抜本的な予算
措置と処遇改善を行うこと。

一、 「医療 DX」活用の推進に向け、現場に過度な負担
をかけないよう国の責任において必要な財政・環
境整備支援を行うこと。

一、 過度な経済効率主義や財政効率のみに偏重した成
果連動型評価の導入等の制度改革に反対し、審議
会等において医療現場の声と専門性が正しく反映
される体制を堅持すること。

医
療
人
材
確
保
や
医
療
Ｄ
Ｘ
な
ど
の
諸
問
題
を

踏
ま
え
た
決
議
文
を
披
露
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本
協
議
会
は
「
Ａ
Ｃ
Ｐ

―
人
生
に
寄
り
添
う
医
療

と
対
話
を
目
指
し
て
―
」

を
主
題
に
、
主
務
地
で
あ

る
札
幌
市
医
師
会
の
も

と
、
９
月
26
日
（
土
）・

27
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

た
。
救
急
医
療
・
認
知
症

医
療
・
在
宅
医
療
の
３
分

科
会
で
議
論
を
深
め
、
そ

の
成
果
と
し
て
次
の
６
つ

を「
札
幌
宣
言
２
０
２
６
」

と
し
た
。

①
本
人
の
価
値
観
尊
重

と
繰
り
返
し
話
し
合
う
プ

ロ
セ
ス
の
確
立
・
評
価
、

②
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者

等
の
尊
厳
を
守
る
公
的
代

理
決
定
枠
組
み
の
創
設
、

③
救
急
か
ら
在
宅
ま
で
切

れ
目
な
く
意
思
を
つ
な
ぐ
標
準
情

報
基
盤
の
構
築
、
④
尊
厳
あ
る
意

思
決
定
に
寄
り
添
う
医
療
・
救
急

現
場
の
法
的
保
護
の
確
立
、
⑤
い

の
ち
を
包
括
的
に
支
え
合
う
多
職

種
・
多
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強

化
、
⑥
物
価
高
騰
や
人
材
不
足
に

耐
え
う
る
地
域
医
療
財
政
基
盤
の

強
化
。

第
１
分
科
会
の
救
急
医
療
で

は
、
曖
昧
な
事
前
意
思
に
よ
り
必

要
な
ケ
ア
ま
で
控
え
ら
れ
る
一

方
、
意
思
確
認
が
で
き
ず
本
人
の

望
ま
な
い
過
剰
な
蘇
生
や
搬
送
が

行
わ
れ
る
矛
盾
を
指
摘
。
救
急
隊

や
医
師
が
、
法
的
責
任
、
搬
送
義

務
、
地
域
ご
と
の
運
用
差
の
は
ざ

ま
で
判
断
を
迫
ら
れ
る
現
状
を
踏

ま
え
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
た

結
果
に
よ
る
医
療
者
等
の
免
責
を

含
む
法
整
備
と
、
全
国
共
通
の
デ

ジ
タ
ル
意
思
照
会
基
盤
・
プ
ロ
ト

コ
ル
の
構
築
を
求
め
た
。

第
２
分
科
会
の
認
知
症
医
療
で

は
、
独
居
、
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
、

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
の
代
理
決

定
な
ど
が
課
題
と
し
て
共
有
さ
れ

た
。
認
知
症
の
Ａ
Ｃ
Ｐ
は
一
度
の

意
思
表
示
を
最
終
決
定
と
す
る
も

の
で
は
な
く
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
な
ど
早
期

の
段
階
か
ら
対
話
を
重
ね
、
変
化

す
る
思
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

医
療
・
介
護
・
行
政
・
地
域
が
継

続
し
て
支
え
る
過
程
が
大
切
で
あ

る
。
継
続
的
対
話
の
プ
ロ
セ
ス
と

そ
れ
を
評
価
す
る
制
度
、
公
的
な

代
理
決
定
・
権
利
擁
護
の
基
盤
整

備
を
提
言
し
た
。

第
３
分
科
会
の
在
宅
医
療
で

は
、
24
時
間
対
応
や
地
域
間
の
資

源
格
差
に
対
し
、
平
時
か
ら
顔
の

見
え
る
関
係
性
を
土
台
と
し
た
多

職
種
連
携
の
も
と
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
情
報
共
有
や
救
急
と
の
連

携
、
人
材
育
成
、
市
民
啓
発
な
ど

を
進
め
る
各
都
市
の
実
践
が
報
告

さ
れ
た
。
小
規
模
医
療
機
関
の
疲

弊
に
も
配
慮
し
、
グ
ル
ー
プ
診
療

や
訪
問
看
護
を
含
む
多
職
種
チ
ー

ム
の
制
度
確
立
・
財
政
支
援
と
、

各
地
で
開
発
さ
れ
た
啓
発
資
材

や
情
報
共
有
手
段
な
ど
、
優
良

な
ツ
ー
ル
の
共
有
・
標
準
化
を
求

め
た
。

３
分
科
会
に
共
通
す
る
の
は
、

本
人
の
尊
厳
と
揺
れ
動
く
意
思
を

現
場
の
判
断
や
努
力
だ
け
に
委
ね

る
の
で
は
な
く
、
平
時
か
ら
の
対

話
や
地
域
連
携
、
法
制
度
、
デ
ジ

タ
ル
基
盤
に
よ
り
切
れ
目
な
く
支

え
る
と
い
う
方
向
性
で
あ
っ
た
。

特
別
講
演
で
は
、
茂
松
茂
人
日

本
医
師
会
副
会
長
に
よ
る
「
中
央

情
勢
報
告
」
と
、
作
家
の
桜
木
紫

乃
氏
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の

大
津
洋
子
氏
に
よ
る「
残
る
も
の
、

残
す
も
の
」
と
題
し
た
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
最
後

に
来
年
主
務
地
の
福
岡
市
医
師
会

に
バ
ト
ン
を
渡
し
閉
幕
し
た
。

世
の
中
は
常
に
変
わ
り
続
け
る

か
ら
、
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の

制
度
も
そ
の
時
々
で
変
わ
り
続
け

る
必
要
が
あ
る
。
あ
え
て
こ
う
記

し
た
の
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
一

部
保
険
外
療
養
が
創
設
さ
れ
た
と

聞
く
に
及
び
、
自
分
に
そ
う
言
い

聞
か
せ
た
か
ら
だ
。

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

（
中
医
協
）
で
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

の
全
面
的
な
保
険
適
用
除
外
は
見

送
ら
れ
た
一
方
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品

と
同
一
成
分
の
医
療
用
医
薬
品
77

成
分
・
１
０
４
２
品
目
に
つ
い
て
、

薬
剤
費
の
四
分
の
一
を
保
険
外
の

「
特
別
料
金
」
と
し
て
自
己
負
担

と
す
る
「
一
部
保
険
外
療
養
」
が

議
論
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
７
年

３
月
か
ら
施
行
が
想
定
さ
れ
て
お

り
、
花
粉
症
治
療
薬
や
湿
布
、
感

冒
薬
な
ど
、
日
常
的
に
処
方
さ

れ
る
品
目
が
対
象
に
含
ま
れ
て

い
る
。

創
設
の
趣
旨
は
、
医
療
用
医
薬

品
の
給
付
を
受
け
る
患
者
と
Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品
で
対
応
し
て
い
る
患
者

と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と

と
、
現
役
世
代
を
中
心
と
す
る
保

険
料
負
担
上
昇
の
抑
制
と
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
に
不
公
平
性
を
感
じ

て
い
た
人
は
ど
れ
ほ
ど
い
た
の
だ

ろ
う
。
こ
の
制
度
で
保
険
料
負
担

の
上
昇
は
ど
れ
ほ
ど
抑
制
で
き
る

の
だ
ろ
う
。

実
施
に
あ
た
っ
て
相
当
の
混
乱

が
起
き
な
い
か
が
危
惧
さ
れ
る
。

対
象
と
な
る
人
、
対
象
と
な
る
薬

剤
、
対
象
と
な
る
条
件
が
多
く
、

現
場
で
判
断
す
る
の
は
非
常
に
手

間
が
か
か
る
こ
と
は
目
に
見
え
て

い
る
。

さ
て
導
入
以
来
、
消
費
税
は
つ

い
に
減
税
さ
れ
る
こ
と
も
決
ま
っ

た
。
高
額
療
養
費
制
度
の
自
己
負

担
限
度
額
も
、
２
０
２
６
年
８
月

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

２
０
２
７
年
８
月
に
も
所
得
区
分

の
細
分
化
に
伴
う
見
直
し
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
今
回
の
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
の
一
部
保
険
外
療
養

の
創
設
で
あ
る
。
医
療
を
は
じ
め

と
す
る
社
会
保
障
の
仕
組
み
が
先

細
る
印
象
を
持
っ
て
い
る
の
は
私

だ
け
で
は
な
い
は
ず
だ
。

今
後
、
社
会
保
障
の
財
源
の
問

題
は
増
大
す
る
一
方
で
、
小
さ
く

な
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
社
会

保
障
の
た
め
の
財
政
的
余
裕
が
な

い
と
い
う
よ
り
も
、
社
会
保
障
を

支
え
よ
う
と
す
る
心
の
余
裕
が
失

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
だ
。

社
会
保
障
の
恩
恵
は
な
か
な
か

実
感
で
き
な
い
。
社
会
保
障
に

よ
っ
て
社
会
の
公
平
性
を
維
持
す

る
効
果
は
、
税
金
そ
の
も
の
よ
り

も
圧
倒
的
に
大
き
い
こ
と
は
、
我

が
国
で
も
っ
と
知
ら
れ
て
よ
い
事

実
で
あ
る
（
厚
生
労
働
省
、
所
得

再
分
配
調
査
報
告
書
）。

果
た
し
て
社
会
保
障
は
悪
な
の

か
。
も
っ
と
縮
小
す
る
べ
き
な
の

か
。
個
人
の
自
由
に
委
ね
る
べ
き

な
の
か
。
社
会
保
障
に
限
ら
な
い

が
、
こ
の
国
の
制
度
は
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
い
く
は
ず
だ
が
、
現
在

と
比
べ
た
時
に
、
い
い
制
度
に

な
っ
た
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
時

代
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
う
。

�

（
土
谷
明
男
）

社
会
保
障
の
た
め
の
財
政
的
余
裕
が
な
い
と
い
う
よ
り
も
、社
会
保
障
を

支
え
よ
う
と
す
る
心
の
余
裕
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
だ
。

こ
の
国
の
社
会
保
障
制
度
は

今
よ
り
も
良
く
な
る
か

地区医師会長
連絡協議会報告

令和8年10月16日（金）

り
「
女
性
の
が
ん
検
診
受
診
応
援

事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
事
業
周
知
用
ポ
ス
タ
ー
お
よ

び
チ
ラ
シ
を
東
京
都
か
ら
地
区
医

師
会
へ
送
付
し
た
。
配
布
に
つ
い

て
協
力
を
依
頼
し
た
。

（
２
）
令
和
８
年
度
東
京
都
感
染

対
策
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
事
業
公

開
講
座
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
研
修
動

画
配
信
）
の
ご
案
内
に
つ
い
て

　

東
京
都
が
東
京
都
看
護
協
会
と

と
も
に
実
施
し
て
い
る
本
事
業
の

講
義
動
画
が
、オ
ン
デ
マ
ン
ド（
配

信
期
間
：
12
月
１
日
（
火
）
～
令

和
９
年
２
月
28
日
（
日
））
に
て

配
信
さ
れ
る
の
で
案
内
し
た
。

（
３
）
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ

ン
タ
ー
一
時
移
転
計
画
に
つ
い
て

（
第
３
報
）

　
「
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン

タ
ー
」
が
、
12
月
１
日
か
ら
約
７

年
間
、
晴
海
の
臨
港
消
防
署
へ
一

時
移
転
す
る
計
画
に
つ
い
て
は
、

本
協
議
会
に
て
説
明
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
移
転
ま
で
１
カ
月
半
に

　

冒
頭
、
新
地
区
医
師
会
長
の
紹

介
が
あ
り
、秋
田
泰
会
長
（
蒲
田
）

よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
令
和
８
年
度
「
女
性
の
が

ん
検
診
受
診
応
援
事
業
」
ポ
ス

タ
ー
及
び
チ
ラ
シ
の
送
付
に
つ

い
て

　

東
京
都
に
お
い
て
、
今
年
度
よ

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
移
転
後
の
交

通
手
段
・
入
館
方
法
に
つ
い
て
説

明
す
る
と
と
も
に
、
地
区
医
師
会

か
ら
の
相
談
医
派
遣
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
協
力
を
依
頼
し
た
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

①
災
害
関
連
死
講
演
会
の
開
催
に

つ
い
て�

（
浅
草
医
師
会
）

②
第
29
回
浅
草
医
学
会
の
開
催
に

つ
い
て�

（
浅
草
医
師
会
）

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

①
各
地
区
医
師
会
独
自
の
事
業
や

試
み
の
報
告
に
つ
い
て

�

（
品
川
区
医
師
会
）

◎
そ
の
他

第
65
回

十
四
大
都
市
医
師
会
連
絡
協
議
会
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足
立
区
の
西
新
井
大
師
は
、

正
式
に
は
五ご

智ち

山さ
ん

遍へ
ん

照じ
ょ
う

院い
ん

總そ
う

持じ

寺じ

と
い
い
、
８
２
６
年
に
開

創
さ
れ
た
真
言
宗
豊
山
派
の
寺

院
で
す
。
２
０
２
６
年
に
は
開

創
１
２
０
０
年
を
迎
え
、
厄
除

け
の
名
刹
と
し
て
、
ま
た
「
花

の
寺
」
と
し
て
多
く
の
人
に
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

私
が
お
す
す
め
し
た
い
の

は
、
参
拝
だ
け
で
な
く
、
境
内

を
ゆ
っ
く
り
歩
い
て
楽
し
む
散

歩
で
す
。
歩
く
ほ
ど
に
新
し
い

発
見
が
あ
り
、
訪
れ
る
季
節
に

よ
っ
て
違
っ
た
魅
力
に
出
会
え

る
の
も
楽
し
み
で
す
。
山
門
を

く
ぐ
る
と
、大
本
堂
を
中
心
に
、

塩
地
蔵
、
鐘
楼
堂
、
三さ

ん

匝そ
う

堂ど
う

、

十
三
重
宝
塔
な
ど
、
歴
史
を
感

じ
さ
せ
る
見
ど
こ
ろ
が
点
在
し

て
い
ま
す
。
境
内
に
は
散
策
路

も
あ
り
、
季
節

ご
と
に
表
情
を

変
え
る
風
景
を

楽
し
め
ま
す
。

特
に
春
は
、

桜
、
牡
丹
、
藤

が
見
頃
を
迎
え

ま
す
。
中
で
も

牡
丹
は
西
新
井

大
師
を
代
表
す

る
花
で
、文
化
・

文
政
の
頃
か
ら

牡
丹
園
が
営
ま

れ
て
き
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
樹
齢
７
０

０
年
と
も
い
わ
れ
る
藤
も
見
事

で
、
花
と
歴
史
的
な
建
物
が
調

和
し
た
景
色
は
格
別
で
す
。

毎
月
21
日
は
弘
法
大
師
の
ご

縁
日
で
、
境
内
や
参
道
も
賑
わ

い
ま
す
。
参
拝
後
は
門
前
の
店

を
の
ぞ
き
な
が
ら
、
草
だ
ん
ご

な
ど
を
味
わ
う
の
も
散
歩
の
楽

し
み
で
す
。

歴
史
と
季
節
の
花
、
門
前
町

の
風
情
を
一
度
に
味
わ
え
る
西

新
井
大
師
。
日
常
の
喧
騒
を
し

ば
し
離
れ
、
心
身
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
す
る
ひ
と
と
き
に
も
な
り

ま
す
。
大
師
前
駅
か
ら
徒
歩
約

４
分
と
訪
ね
や
す
い
の
も
魅
力

で
す
。健
康
づ
く
り
を
兼
ね
て
、

ぜ
ひ
一
度
、
ゆ
っ
く
り
歩
い
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
足
立
区
医
師
会 

武
田
邦
彦
）

223

医
療
の
バト
ン
を
つ
な
ぐ

　
　

東
京
科
学
大
学
医
学
部
医
学
科
６
年

�

仲
尾
祐
輝

約
５
年
前
の
夏
、
東
京
医
科
歯

科
大
学
医
学
部
（
当
時
）
の
学
士

編
入
試
験
に
合
格
し
、
医
学
生
に

な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
最
終
学

年
と
な
っ
た
今
、
改
め
て
当
時
の

意
思
決
定
を
振
り
返
り
た
い
と

思
う
。

私
は
元
々
大
学
院
で
細
胞
生
物

学
の
研
究
を
し
て
お
り
、
学
位
を

取
得
し
た
後
は
外
資
系
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
に
新
卒
で
入

社
し
た
。
事
業
戦
略
立
案
や
企
業

買
収
、
統
合
後
の
業
務
プ
ロ
セ
ス

整
備
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
全
社
構
造
改

革
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
従
事
し
、
企
業
の
経

営
課
題
解
決
に
携
わ
る
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
と
し
て
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
医
療
と
は
全
く
異

な
る
業
界
で
働
い
て
い
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
な
ぜ
医
学
部
進
学
を
決

意
し
た
の
か
。
転
機
と
な
っ
た
の

は
、
祖
父
の
死
で
あ
る
。
私
の
父

は
若
く
し
て
末
期
腎
不
全
と
な

り
、
祖
父
を
ド
ナ
ー
と
す
る
生
体

腎
移
植
に
よ
っ
て
命
を
救
わ
れ

た
。
私
が
生
ま
れ
て
間
も
な
い
頃

の
出
来
事
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

家
庭
環
境
で
育
っ
た
た
め
、
医
療

は
常
に
身
近
な
存
在
で
あ
っ
た

が
、
あ
ま
り
に
も
日
常
に
溶
け
込

ん
で
い
た
た
め
、
そ
の
価
値
を
深

く
意
識
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
祖
父
が
亡
く
な
っ
た
際
、

私
は
改
め
て
、
祖
父
が
下
し
た
生

体
腎
移
植
と
い
う
決
断
と
、
そ
れ

を
可
能
に
し
た
医
療
技
術
に
対
し

て
深
い
尊
敬
と
感
謝
の
念
を
抱
く

よ
う
に
な
っ
た
。
も
し
こ
の
移
植

が
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
父
は

現
在
の
よ
う
な
人
生
を
送
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い

し
、
私
自
身
も
、
今
と
は
異
な
る

家
庭
環
境
や
人
生
を
歩
ん
で
い
た

可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
強
く

実
感
し
た
と
き
、
自
分
も
医
師
と

な
り
、
生
涯
を
通
じ
て
医
療
に
恩

返
し
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
芽

生
え
た
。
そ
こ
か
ら
約
２
年
間
、

仕
事
と
両
立
し
な
が
ら
受
験
勉
強

を
続
け
、
つ
い
に
医
学
部
合
格
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
も
あ
り
、
入

学
前
か
ら
一
貫
し
て
腎
臓
内
科
医

を
志
し
て
い
る
。
入
学
後
は
、
大

学
院
で
の
研
究
経
験
を
活
か
し
て

腎
臓
内
科
領
域
の
基
礎
研
究
に
取

り
組
み
、
国
内
外
で
の
学
会
発
表

や
論
文
執
筆
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医

学
部
ブ
リ
ガ
ム
・
ア
ン
ド
・
ウ
ィ

メ
ン
ズ
病
院
で
の
研
究
留
学
や

ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
大
学
で
の
臨

床
留
学
な
ど
、
海
外
で
の
研
鑽
機

会
に
も
恵
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
の
経

験
を
通
じ
て
、
入
学
前
に
漠
然
と

描
い
て
い
た
「
臨
床
と
研
究
の
双

方
に
貢
献
で
き
る
腎
臓
内
科
医
に

な
り
た
い
」
と
い
う
目
標
は
よ
り

輪
郭
を
帯
び
て
、
具
体
的
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
。

い
よ
い
よ
来
年
か
ら
医
師
と
し

て
臨
床
現
場
に
立
つ
。
こ
れ
ま
で

多
く
の
先
人
が
繋
い
で
き
た
医
療

の
バ
ト
ン
を
、
今
度
は
自
ら
が
担

う
番
だ
。
そ
の
覚
悟
を
胸
に
、
今

後
も
研
鑽
を
積
み
続
け
て
い
き

た
い
。

知ってますか？

現在国内で研究されて
いる薬剤で、AQP4を活
性化することにより、星
状膠細胞の水移動が増
加し、タウなどの異常タ
ンパクが蓄積しにくくな
ることから、アルツハイ
マー病治療に期待が持
たれている。

AQP4活性化薬

10
月
３
日
（
土
）、
三
鷹
市
医

師
会
の
法
人
設
立
60
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
た
。

記
念
式
典
で
は
、
渡
邉
直
幸
三

鷹
市
医
師
会
長
の
式
辞
に
続
き
、

松
本
吉
郎
日
本
医
師
会
長
、
尾
㟢

治
夫
東
京
都
医
師
会
長
、
河
村
孝

三
鷹
市
長
、
渡
邊
卓
杏
林
大
学
長

か
ら
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
永
年
会
員
、
永
年
勤

続
職
員
、
永
年
勤
続
者
の
表

彰
お
よ
び
記
念
品
の
贈
呈
が

な
さ
れ
、
受
賞
者
代
表
の
謝

辞
を
⻆
田
徹
三
鷹
市
医
師
会

元
会
長
が
行
っ
た
。

祝
辞
で
は
、
三
鷹
市
医
師

会
の
地
域
医
療
、
健
診
、
予

防
接
種
、
休
日
・
夜
間
診
療
、

小
児
救
急
、
在
宅
医
療
、
介

護
・
福
祉
と
の
連
携
、
災
害

医
療
な
ど
を
通
じ
た
地
域
貢

献
・
地
域
課
題
へ
の
対
応
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
流
行
時
に
、
行
政
、
大
学
病
院
、

地
域
の
医
療
機
関
、
薬
剤
師
会
、

歯
科
医
師
会
、
介
護
関
係
者
な
ど

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
体
制
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
経

験
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
医
療

基
盤
の
弱
体
化
は
福
祉
や
市
民
生

活
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
、
自
治
体
が
地
域
の
実
情
に
即

し
た
支
援
を
続
け
る
重
要
性
も
強

調
さ
れ
た
。
杏
林
大
学
か
ら
は
、

同
大
学
も
同
じ
く
法
人
設
立
60
周

年
を
迎
え
る
こ
と
、
創
設
時
か
ら

独
自
の
医
師
会
で
は
な
く
三
鷹
市

医
師
会
に
加
わ
り
、
診
療
連
携
や

教
育
、
研
究
を
通
し
て
共
に
歩
ん

で
き
た
歴
史
が
述
べ
ら
れ
た
。

三
鷹
市
医
師
会
は
１
９
５
６
年

に
活
動
を
始
め
、
１
９
６
６
年
に

社
団
法
人
化
し
、
１
９
７
６
年
に

休
日
診
療
所
、
２
０
０
７
年
に
子

ど
も
救
急
み
た
か
を
開
設
す
る
な

ど
、住
民
の
安
心
を
支
え
て
き
た
。

永
年
会
員
の
表
彰
で
は
、
地
域
に

根
差
す
医
師
の
責
務
、
国
民
の
生

命
と
健
康
を
守
る
こ
と
、
医
師
の

活
動
基
盤
を
支
え
る
こ
と
が
医
師

会
の
重
要
な
使
命
で
あ
る
と
の
認

識
が
共
有
さ
れ
た
。
今
後
は
超
高

齢
社
会
や
医
療
提
供
体
制
の
変
化

を
踏
ま
え
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
・

行
政
・
大
学
・
基
幹
病
院
が
一
層

連
携
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
一

人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
を
支
え
る
体

制
を
築
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

60
周
年
を
新
た
な
出
発
点
と
し

て
、
先
人
が
築
い
た
信
頼
を
次
世

代
へ
継
承
し
、
市
民
に
と
っ
て
頼

れ
る
存
在
で
あ
り
続
け
る
と
決
意

を
新
た
に
し
、式
典
は
閉
会
し
た
。

祝
賀
会
で
は
、
伊
藤
達
也
衆
議

院
議
員
、
自
見
は
な
こ
参
議
院
議

員
の
挨
拶
が
あ
り
、
ス
ペ
シ
ャ
ル

ス
テ
ー
ジ
で
は
麻
丘
め
ぐ
み
氏
の

歌
と
ト
ー
ク
で
会
場
は
賑
わ
い
を

み
せ
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
で
会
は
幕
を
閉
じ
た
。

西新井大師総持寺本堂

趣 味 の 散 歩

歴史と花を楽しむ名刹
西新井大師

各種届出に必要な書類は、
ホームページよりダウンロードできます。

マイナ保険証を利用している場合も、
これまで通り届出が必要です

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6433（業務課）

○�現在も医療・福祉の事業または業務に従事していま
すか？
○住所は住民票と一致していますか？
○�退職または非常勤になった従業員の喪失手続きはし
ましたか？
○�健康保険適用除外承認は受けていますか？（法人事
業所・常勤の従業員が5人以上の個人事業所の場合）
組合員や家族に資格の喪失や変更がありましたら、

すみやかに届け出てください

医師国保からのお知らせ

都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号（
昭
和
36
年
２
月
発
行
）を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
課�

☎
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３
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公
益
社
団
法
人
三
鷹
市
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師
会 

法
人
設
立
60
周
年
記
念
式
典・祝
賀
会
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ふれあいポスト 各地区会報から

　今年82歳になった私ですが、70年前、12歳のころに経験した

忘れられない体験を書き出してみたいと思います。

　昭和29年、奥沢小学校に大相撲一行が巡業に来たことがあり

ます。小学校の校庭に立派な土俵を作って、大勢のお相撲さんが

来たので沢山の子供たちや観衆が集まり興行が行われました。一

人のお相撲さんに子供たちが5～6人も飛び掛かってゆくのです

が、皆蹴散らされてしまいます。そのうち1対1でお相撲さんと

対戦することになりました。私は小学生にしては体格が良い方

だったのですが、一人のお相撲さんの目に留まったらしく、呼び

出されて対戦しました。名前を聞いたら「北葉山」です。と教えて

くれました。私は子供心にお相撲さんと言えば「双葉山」さんだけ

しか知らなかったので、この人が双葉山さんか？と誤解したのを

覚えています。後に大鵬さんや柏戸さんが活躍した時代に大関に

まで進み優勝争いをして有名になった方です。その頃はまだ幕下

位だったでしょうか？立ち上がってまわしを掴もうと思ったので

すが当然手が届きません。仕方がないので横腹を掴もうとしたら

皮膚が象の皮のように（象の皮に触ったことがないのですが？）厚

くて硬くて掴めないのです。「イタタタ、爪を立てるな！」と叫ば

れてびっくり！とにかく押すことしかできないので、思い切り押

したら少し下がってくれました。勿論押し出されたのですが、別

れ際に「良い体格をしているからお相撲にならないか？」と声をか

けてくれたのです。「いえ私は医者になりたいです」と、答えま

した。

　その後子供相撲大会になりました。私は何回か勝って決勝まで

進みました。相手は私より遥かに大きくて強そうでビビリました。

3番勝負で1回目は簡単に押し出されました。2回目も押し出され

そうになりましたが、思い切りうっちゃったら逆転勝ちでした。

3回目はあっけなく負けました。その時の優勝賞品が大きなスイ

カでした。準優勝の私は下シャツでした。スイカは食べたらなく

なるし、シャツはなくならないから良かった！と子供心に妙に納

得したのです。私の負けたあの方は今でもお元気でしょうか？出

来ればお会いしたいものです。

　その後、大勢のお相撲さんが美声で相撲甚句を聞かせてくれた

り、目の前で弓取り式を見たり、70年前の出来事を鮮明に思い出

すのです。

　ところが最近のことは思い出せないことも多く、約束を忘れる

ことも多く、忘れ物も多い最近です。年を取るということはこん

なことか？と、実感しています。
� （『玉医ニュース』2025年1月 No.690より抜粋）

島田信吾玉川医師会 70年前の思い出

　『自分ほど日本中の山を登った作家はいない』と語ったという深

田久弥が選んだ“日本百名山”は、登り応えのある立派な山ばかり

である。品格・歴史・個性を兼ね備え、原則として標高1500m

以上の山を深田は選定した。少年の頃から50年間に渡り相当数

の山に登り、多くの山を知っている点では自信を持っていた。

　偉人と比べるつもりはないが、自分も52年かけて百名山を完

登した。15回以上登った山頂もある反面、1回しか登れなかっ

た山が47座ある。自分の登山の原則として、最も標高差の大き

い、また古くから人々が辿った登路を第一選択のルートとして

きた。長く厳しい行程だが、この方がその山の大きさ、歴史な

どをよく理解することができる。

　同じ山に何回も登ることに全く抵抗はなく、またそれらの山

は接するたびに違った顔や状況を見せてくれる。晴れていれば

展望もよく爽快感は大きいが、雨や吹雪、超悪天候の時の記憶

も強く鮮烈だ。相当辛かったはずだが、各々の状況はいつも楽

しく思い出される。

　また多くの山行で、かけがえのない仲間が一緒だった。今で

も飲んだ際には『あの時はホントに涙が出るほど辛かった』『ヤ

バ過ぎて、きっと（お前様は）死ぬんじゃないかと思った』など、

とても危うい同じセリフで何回も盛り上がっている。

　今回、100の山の記録から、天候が比較的良かった近年のもの

を選んでみた。今までの数十年間に、一緒に山を楽しみ、苦労を

共にし、信頼してくれた多くの友人に感謝し掲載したい。
� （『三鷹醫人往来』2026年7月 第48巻4号より抜粋）

⻆田 徹三鷹市医師会 日本百名山　それぞれの記憶

赤石岳（3121m）から荒川三山（3141m）を望む、
彼方に間ノ岳（3190m）と農鳥岳（3061m）
〜日本百名山の記憶から〜�
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そ
も
そ
も
は
、
１
９
９
３
年
、
オ
ー
ト

バ
イ
メ
ー
カ
ー
の
ヤ
マ
ハ
発
動
機
が
開
発

し
、
世
界
で
初
め
て
発
売
し
た
の
が
、
Ｐ

Ａ
Ｓ
（
パ
ス
）
で
す
。

　

こ
れ
は
、
モ
ー
タ
ー
が
人
力
を
補
助
す

る
電
動
ア
シ
ス
ト
機
能
「Power Assist 

System

」
を
初
搭
載
し
、
自
分
自
身
で
は

走
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
ペ
ダ
ル
を
踏
ま
な

い
と
補
助
し
て
く
れ
な
い
の
で
す
。

　

Ｐ
Ａ
Ｓ
が
出
た
時
オ
ー
ト
バ
イ
小
僧

だ
っ
た
の
で
、
な
る
ほ
ど
上
手
く
考
え
て

道
交
法
に
逆
ら
わ
ず
に
作
っ
た
も
の
だ

な
ぁ
と
感
心
し
ま
し
た
が
、値
段
は
高
く
、

モ
ー
タ
ー
も
電
池
も
重
そ
う
で
、
全
く

欲
し
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ヤ
マ
ハ
は
、
苦
労
し
て
開
発
し
た
こ
の

電
動
ア
シ
ス
ト
の
特
許
を
あ
え
て
取
ら
ず

に
、
大
手
の
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
と

協
力
し
た
り
し
、
埼
玉
県
上
尾
市
の
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン
サ
イ
ク
ル
と
大
阪
府
柏
原
市
の

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
サ
イ
ク
ル
テ
ッ
ク
が
業
界

大
手
と
し
て
大
量
生
産
を
進
め
、
今
で
は

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
け
自
転
車（
マ
マ
チ
ャ
リ
）

は
電
動
ア
シ
ス
ト
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
、そ
の
ヤ
マ
ハ
発
動
機
が
、

本
格
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
型
ｅ

─

Ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
を

発
売
。
ス
ポ
ー
ツ
自
転
車
も
、
電
動
ア
シ

ス
ト
に
向
か
い
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
、
シ
ク
ロ
ク
ロ
ス
世
界
選

手
権
で
、電
動
ア
シ
ス
ト（
隠
し
モ
ー
タ
ー

と
小
型
バ
ッ
テ
リ
ー
搭
載
）
が
発
覚
。
メ

カ
ニ
カ
ル
ド
ー
ピ
ン
グ
と
し
て
大
い
に
話

題
に
な
り
ま
し
て
、
一
流
選
手
も
使
い
た

く
な
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
な
ん
だ
な
、
と

考
え
を
改
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、シ
マ
ノ
も
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
も
、
ス
ペ
シ
ャ
ラ
イ
ズ
ド
も
、
ト
レ
ッ

ク
も
、
オ
ル
ベ
ア
も
、
ま
だ
ま
だ
お
高
い

で
す
が
、
素
敵
な
ｅ

─

Ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
（
こ
の

名
は
２
０
１
０
年
頃
ド
イ
ツ
の
ボ
ッ
シ
ュ

社
が
売
り
出
し
た
電
動
ア
シ
ス
ト
ユ
ニ
ッ

ト
を
１
０
０
以
上
の
ブ
ラ
ン
ド
が
採
用
し

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
自
転
車
の
総
称
だ
っ
た

の
で
す
が
）が
多
く
な
り
、一
台
買
っ
ち
ゃ

お
う
か
？
と
グ
ラ
つ
い
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、年
々
改
良
さ
れ
、随
分
と
軽
く
、（
少
々

で
す
が
）
お
安
く
も
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
あ
の
ホ
ン
ダ
が
開
発
し
ホ

ダ
カ
が
販
売
し
て
い
る
、「
ス
マ
チ
ャ
リ

（
Ｓ
ｍ
ａ
Ｃ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
）」
と
い
う
後
付
け

ユ
ニ
ッ
ト
を
見
つ
け
ま
し
た
。コ
レ
な
ら
、

手
持
ち
の
フ
レ
ー
ム
に
取
り
着
け
ら
れ

て
、
最
近
の
シ
ス
テ
ム
だ
か
ら
調
整
も
ス

マ
ホ
。
し
か
も
知
り
合
い
の
自
転
車
屋
さ

ん
で
も
取
り
扱
い
を
始
め
た
ら
し
い
で

す
し
。

　

い
い
じ
ゃ
な
い
か
？
欲
し
い
な
ぁ
。

　

そ
う
思
っ
て
い
た
ら
、
ダ
ホ
ン
（
ア
メ

リ
カ
の
ミ
ニ
サ
イ
ク
ル
メ
ー
カ
ー
）か
ら
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軽
量
折
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畳
み
ｅ

─

Ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
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発
売
さ

れ
ま
し
た
。
そ
っ
ち
も
魅
力
的
で
す
。

　

い
よ
い
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─

Ｂ
ｉ
ｋ
ｅ
デ
ビ
ュ
ー
、

し
ま
し
ょ
う
か
？
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（
大
畑
隆
郎
）

無 声 拝 聴 電動アシスト自転車考 やっと始まった外国人結核対策

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　6年前の2020年10月に永井英明先生（NHO東京病院）が、こ
の感染症豆知識に「外国出生者の入国前結核スクリーニングに
ついて」を書かれた。2020年の新登録結核患者12,739人のう
ち外国出生結核患者は1,411人と11.1%だが、20-29歳に限れば
71.3％が外国出生者だった。その一部は、結核高蔓延国から
肺結核やその他の結核を発病したまま日本に入国してまもな
く発見され、隔離入院や治療を受けている。欧米の結核低蔓
延国は、高蔓延国から結核を自国に持ち込まれない対策を講
じていたが、低蔓延国入りの遅れた日本にはこれがなかった。
そこで外国出生結核患者の約8割を占める、アジアの高蔓延
国6カ国の中長期滞在者に対し、結核を発病していないこと
の証明をビザ発給の条件としたのである。しかし、2020年に
始まった新型コロナウイルス感染症のパンデミックによって海
外からの入国者が途絶え、この対策は棚上げされてしまった。
　2023年5月WHOによる緊急事態宣言の終了が発表され再び
海外からの入国者が急増すると、2024年の新登録結核患者
10,051人 の う ち 外 国 出 生 結 核 患 者 が19.7 ％（20-29歳 で は
90.0％）を占めるようになった。この状況を受けて2025年3月
31日に入国前結核スクリーニングの実施に関するガイドライ
ンが改正され、予定していた6カ国のうち準備の整ったフィ
リピン（6月）・ネパール（6月）・ベトナム（9月）からこの制度
が開始された。日本に中長期滞在するこの3カ国の国籍保有
者は、日本国政府が指定した健診医療機関を受診して、問診・
身体検査・胸部レントゲン検査を受け「結核非発病証明書」が
交付されてからビザを申請する仕組みである。インドネシア・
ミャンマー・中国の3カ国は調整中だが、日本と外交的に良
好な関係にある先行 3 カ国とは異なる状態のため難航する
と思われる。� （文責：尾形英雄）

主催 東 京 都 医 師 会
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睡
眠
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害
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日本医師会生涯教育講座
日 時　令和8年12月24日（木）午後２時〜５時

事前申込制とさせていただきます

【申込方法】研修申込システムにて申込

【定　　員】300名
【申込締切】令和8年12月23日（水）

【問い合わせ先】
東京都医師会 広報学術課
TEL：03-3294-8821（代表）
※詳細は都医ホームページを
　ご確認ください

睡
眠
の
謎
に
挑
む
：

原
理
の
追
求
か
ら
社
会
実
装
研
究
ま
で

柳
沢
正
史 

先
生

脳
内
の
覚
醒
物
質
オ
レ
キ
シ
ン
の
発

見
は
睡
眠
覚
醒
の
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
機
構

の
解
明
に
貢
献
し
、不
眠
症
治
療
薬（
拮

抗
薬
）と
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
治
療
薬（
作

動
薬
）
の
開
発
に
結
び
付
い
た
。
し
か

し
睡
眠
覚
醒
調
節
の
根
本
原
理
で
あ
る

睡
眠
圧
つ
ま
り
「
眠
気
」
の
神
経
科
学

的
な
実
体
や
、
全
て
の
動
物
に
睡
眠
が

必
要
な
理
由
は
、
未
だ
解
明
さ
れ
て
い

な
い
。

私
た
ち
は
８
０
０
０
匹
以
上
の
ラ
ン

ダ
ム
突
然
変
異
マ
ウ
ス
を
作
製
し
、
脳

波
測
定
に
よ
っ
て
睡
眠
異
常
を
示
す
個

体
を
選
別
し
、
原
因
遺
伝
子
を
同
定
す

る
フ
ォ
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
研

究
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
睡
眠

覚
醒
制
御
に
関
わ
る
複
数
の
遺
伝
子
を

発
見
し
、
そ
の
機
能
解
析
を
進
め
て

い
る
。

本
講
演
で
は
、
睡
眠
の
謎
に
挑
む
基

礎
研
究
に
加
え
、
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
脳
波

計
測
と
ク
ラ
ウ
ド
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
在

宅
睡
眠
測
定
に
よ
る
社
会
実
装
研
究
に

つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

気
分
の
障
害
を
ど
う
理
解
す
る
か

�

― 

ス
ト
レ
ス
・
睡
眠
・
夢
・
ケ
タ
ミ
ン 

―

船
戸
弘
正 

先
生

気
分
障
害
は
、
気
分
、
意
欲
、
認
知
、

身
体
機
能
、
睡
眠
ま
で
を
含
む
心
身
の

状
態
変
化
で
あ
る
。
心
理
社
会
的
ス
ト

レ
ス
が
発
症
の
契
機
と
な
る
こ
と
が
多

い
も
の
の
、
ス
ト
レ
ス
脆
弱
性
に
は
個

人
差
が
あ
る
。

睡
眠
は
、
気
分
障
害
の
診
断
や
治
療

効
果
の
判
断
に
お
い
て
重
要
な
手
が
か

り
と
な
る
。
ま
た
、
レ
ム
睡
眠
は
夢
や

情
動
、
記
憶
と
深
く
関
係
し
、
そ
の
変

化
は
気
分
障
害
の
病
態
を
考
え
る
一
つ

の
窓
と
な
る
。

近
年
、
ケ
タ
ミ
ン
が
一
部
の
う
つ
病

患
者
に
比
較
的
速
や
か
な
抗
う
つ
効
果

を
示
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
シ
ナ

プ
ス
可
塑
性
や
神
経
回
路
の
状
態
変
化

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
ケ
タ
ミ
ン

に
よ
る
解
離
体
験
や
夢
様
体
験
は
、
気

分
、
意
識
、
現
実
感
が
ど
の
よ
う
に
脳

内
で
形
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
る

手
が
か
り
に
も
な
る
。

本
講
演
で
は
、ス
ト
レ
ス
、睡
眠
、夢
、

ケ
タ
ミ
ン
と
い
う
テ
ー
マ
を
気
分
障
害

の
視
点
か
ら
解
説
す
る
。

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位

カリキュラムコード　20、70

オンライン（Webex）のみで開催します
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各地区医師会の主な収入源は、休日診療や健診センターなどに
おける診療報酬、助成金、行政の健康診断やワクチン事業を取り
まとめることによる手数料、ならびに会員会費であると考えます。
しかし今後は、民間診療所による休日診療の拡大などに伴う受

診者数の減少や診療点数の見直し、行政事業のペーパーレス化な
どによる手数料の減額または廃止により、医師会収入が減少して
いくことは容易に予想されます。更に、これらの事業の必要性が低
下すれば、医師会に入会しない新規開業医がこれまで以上に増加
し、会員会費の減少も懸念されます。
したがって、地区医師会が今後も安定した収入を確保するために

は、既存の行政事業に依存した運営だけでなく、会員にとっての
価値を再設計する新たな戦略が必要です。特に、開業医にとって
明確なメリットを提示できなければ、会員数の増加は期待できま
せん。この課題は短期的な対策にとどまらず、10年後、20年後
に診療現場で活躍している医師が議論の中心にいるという、長期
的な視点で検討する必要があります。
どの地区医師会にとっても、会員数の減少は重要な課題です。

特に若い新規開業医の中には、医師会に入会するメリットを十分
に感じられていない方もいます。医師会の発展には、若手医師の「加
入」だけでなく、地域医療の課題を抽出し、その解決に関わる「参
加」が不可欠です。一方で、医師会の業務には、会員にとって直接
的なメリットがあるものだけでなく、災害医療対策のように、地域
のために不可欠でありながら会員には負担となる活動もあります。
そのため、若手医師が医師会を「自分事」として捉え、負担を含め
て地域医療を支える意義を理解できる仕組みと、意欲のある若手
医師が医師会活動に参加しやすい環境を整える必要があります。

若手医師が日常的に抱える課題には、在宅医療における手技な
ど、病院勤務だけでは十分に学びにくい医療面の課題に加え、開
業や継承、労務管理などの経営面の課題も含まれます。これらの
中には、先輩医師の経験や知識があれば、比較的容易に解決でき
るものも少なくありません。
また、東京都には人口規模、医療資源の集中、地域ごとの医療
ニーズの差といった固有の特性があります。地域特有の問題につい
ては、大学や医局の先輩よりも、医師会の先輩医師を頼るべき場
面があります。若手医師が抱える困りごとを解決することこそが、
医師会離れを防ぐ有効な方法であり、医師会にしか担えない重要
な役割であると考えます。
若手医師が医師会を「自分事」として捉えにくい背景には、医師
会への参加方法が見えにくいこと、また意見を届ける経路が十分
に整っていないことがあると感じています。若手医師に対して、金
銭的なメリットだけでなく、地域貢献へのやりがい、医師会活動
の意義、そして医師会役員として関わることの魅力を伝えることが、
課題解決の糸口になると考えます。
私は、40代で唯一の医師会長となりました。自分に何ができる
のかを考えた結果、若手医師が医師会活動に参加しやすい仕組み
を整えることが、私にできる一つの貢献ではないかと考えるに至り
ました。
私自身、まだまだ諸先輩方のご指導を仰ぐ立場ではありますが、
今後も地域医療の発展と医師会活動の活性化に少しでも貢献でき
るよう努めてまいります。引き続きご指導ご鞭撻のほど、よろしく
お願い申し上げます。

地区医師会長からの一言
40代の医師会長として
未来のために
品川区医師会長　三浦和裕
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